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平
成
7
年
度
か
ら
公
共
下
水
道

事
業
を
開
始
し
、
平
成
25
年
度
末

の
普
及
率
は
約
69
％
で
地
域
下
水

道
を
あ
わ
せ
る
と
、
約
80
％
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　
平
成
25
年
度
で
は
約
１
２
、７
０
０

メ
ー
ト
ル
の
管か

ん
き
ょ渠
を
布
設
し
て
い

て
、
こ
の
結
果
、
中
間
市
全
体
で

約
３
５
、５
０
０
人
の
み
な
さ
ん
が

水
洗
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
処
理
場

や
ポ
ン
プ
場
を
中
心
と
し
て
、
下

流
か
ら
順
次
整
備
を
す
す
め
て
い

ま
す
が
、
中
間
市
全
域
を
整
備
す

る
に
は
ま
だ
ま
だ
年
月
を
必
要
と

し
ま
す
。

　

整
備
計
画
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
お
お
よ
そ
7
年
間
で

整
備
を
予
定
し
て
い
る
地
域（
左

図
、
黄
色
区
域
）を
掲
載
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
下
水
道
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
清
潔
で
住
み
良
い
環
境
の
ま
ち

に
な
り
ま
す

○
さ
わ
や
か
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使

え
ま
す

○
側
溝
や
水
路
の
悪
臭
が
な
く
な

り
ま
す

○
川
や
海
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す

○
雨
が
降
っ
て
も
浸
水
し
な
く
な

り
ま
す

　
公
共
下
水
道
事
業
の
財
源
は
、
国

か
ら
の
交
付
金
、
地
方
債（
長
期
借

入
金
）、
一
般
市
費（
市
税
な
ど
）で
ま

か
な
わ
れ
て
い
て
、
公
共
下
水
道
事

業
に
は
多
額
の
資
金
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
下
水
道
施
設
の
設
置
に

よ
っ
て
、
生
活
環
境
の
向
上
な
ど

の
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
の
人
に
一
度
だ
け
建
設
費
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
の
が

「
受
益
者
負
担
金
」
で
す
。
受
益
者

負
担
金
の
額
は
、
敷
地
に
対
し
1

平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
500
円
で
す
。

　

負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
区

域
は
、
前
年
度
ま
で
に
下
水
道
の

整
備
が
完
了
し
た
区
域
で
、
下
水

道
を
使
用
す
る
、
し
な
い
に
関
係

な
く
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
れ
ば

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
負
担
金
の
納
付
方
法
な
ど
は
、

下
水
道
工
事
前
の
地
元
説
明
会
で

詳
し
く
ご
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
間
市
上
下
水
道
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
中
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.nakam

a.

　

lg.jp/kurashi/sekatsu/　

　

suido/gesui/index.htm
l

　

水
洗
化
を
行
う
に
は
、
宅
地
内

に
排
水
設
備
を
設
置
す
る
工
事
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
排
水

設
備
と
は
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
の

台
所
や
お
風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど
か

ら
出
る
汚
水
を
公
共
下
水
道
に
接

続
し
、
排
水
さ
せ
る
た
め
の
設
備

の
こ
と
で
す
。
な
お
、
排
水
設
備

に
は
雨
水
は
取
り
込
め
ま
せ
ん
。

※
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る

と
、
3
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改

造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

排
水
設
備
の
設
置
ま
で
の
流
れ
は

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
中
間
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
い
ず
れ
か
に
、
工
事

見
積
り
を
依
頼
し
ま
す

②
各
家
庭
の
排
水
経
路
や
使
用
器

具
な
ど
の
条
件
を
打
ち
合
わ

せ
、
見
積
書
を
作
成
し
て
も
ら

公
共
下
水
道
の
整
備
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と

ど
う
な
る
の
？

整
備
さ
れ
た
区
域
の
人
は

受
益
者
負
担
金
の
納
付
が
必
要

水
洗
化
工
事
は
ど
う
す
る
の
？

　
中
間
市
で
は
、
平
成
７
年
度
か
ら
、
住
み
良
い
環
境
の
ま
ち
を
め
ざ
し

て
、
公
共
下
水
道
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
完
全
な
普
及
に
は
ま
だ

ま
だ
多
く
の
時
間
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
下
水
道

ど
う
な
っ
て
る
の
？
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■公共下水道計画
※黄色区域は今後おおよそ７年間で
整備を予定している地域です。

い
ま
す

③
見
積
書
な
ど
の
条
件
が
合
う
指

定
工
事
店
と
契
約
を
行
い
ま
す

④
市
役
所
へ
の
手
続
き
は
指
定
工

事
店
が
代
行
し
ま
す

⑤
市
役
所
の
許
可
が
下
り
る
と
い

よ
い
よ
工
事
開
始
で
す

⑥
工
事
が
完
了
す
る
と
市
役
所
か

ら
検
査
員
が
検
査
に
伺
い
ま
す

（
検
査
に
合
格
す
る
と
、
検
査

済
証
と
検
査
済
み
シ
ー
ル
を
交

付
し
ま
す
）

⑦
検
査
合
格
後
に
指
定
工
事
店
へ

工
事
代
金
を
支
払
い
ま
す

　
水
洗
化
を
行
っ
て
住
み
良
い
快
適

な
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

排
水
設
備
工
事
が
不
完
全
で
適

切
に
施
工
さ
れ
な
い
と
、「
下
水
が

流
れ
に
く
い
」「
管
が
つ
ま
る
」「
臭

気
が
家
の
中
に
入
り
込
む
」
と
い

っ
た
こ
と
が
起
こ
り
、
み
な
さ
ん

の
生
活
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
と

同
時
に
、
公
共
下
水
道
も
十
分
な

効
果
を
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
排
水
設
備
の
工
事
は
市
が

指
定
し
た
「
指
定
工
事
店
」
で
な

け
れ
ば
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
指
定
工
事
店
以
外
で
排
水
設
備

工
事
を
行
っ
た
場
合
は
、
施
設
の

改
善
や
下
水
道
使
用
料
を
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て

徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
指
定
工
事
店
の
一
覧
表
は
、
上
下

水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
一
覧
表
が
必
要
な
人
は
下
水
道

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
「
中
間
市
か
ら
点
検
に
来
ま
し

た
。
清
掃
が
必
要
で
す
」
な
ど
と
、

言
葉
巧
み
に
宅
内
の
管
路
を
点
検

し
、
高
額
な
清
掃
費
を
請
求
す
る

悪
徳
業
者
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

中
間
市
で
は
そ
の
よ
う
な
点
検
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
不
審
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
下

水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
も
し
、
訪
問
し
て
点
検
を
行
う
場

合
は
、
事
前
に
広
報
な
か
ま
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

悪
徳
業
者
に
ご
注
意
を
！

排
水
設
備
工
事
は
必
ず

指
定
工
事
店
で
お
願
い
し
ま
す

　中間市の下水道は供用
開始から 15 年目を迎え、
順調に整備拡大に努めて
います。
　しかし、最近下水道本
管の油汚れが目立つように
なってきました。事業者や
家庭から排出される食用
油などは適正に処理し、下
水道へ流さないようにお願
いします。 油やごみが堆積し固まったもの

下水道は何でも流せるわけじゃない

●問合先　上下水道局下水道課　☎（２４６）６２５６
○中間市ホームページ　http://www.city.nakama.lg.jp/

市役所

北中

南中
底小

北小

南小

希望が丘高校

東中

西小
中間高校

東小中間中



4広報なかま３月 10日号

３月 30 日、４月６日は休日窓口を開設します

　

転
入
や
転
出
な
ど
の
手
続
き

で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
来
庁

が
予
想
さ
れ
る
こ
の
時
期
、
市

役
所
を
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

休
日
の
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

転
入
や
転
出
の
届
け
出
な
ど

に
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
事
前
に
担
当
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
開
設
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

■
担
当
課　
市
民
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
９

○
転
入
や
転
出
、
転
居
な
ど
の

住
民
異
動
届

○
諸
証
明
発
行

○
印
鑑
登
録

○
戸
籍
届

○
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
や

免
除
申
請

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
関

す
る
手
続
き
は
、
事
前
に
市
民

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
戸
籍
届
は
、
他
市
町
村
な
ど

へ
確
認
が
必
要
な
場
合
、
届
出

書
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

※
国
民
年
金
は
、
年
金
事
務
所

な
ど
へ
確
認
が
必
要
な
場
合
、

受
付
後
に
連
絡
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
担
当
課　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
４
８

○
保
育
所
入
所
の
受
付

○
児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手

当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

申
請

○
ひ
と
り
親
医
療
証
の
発
行
手

続
き

※
他
市
町
村
な
ど
へ
確
認
が
必

要
な
場
合
や
添
え
て
い
た
だ
く

資
料
が
不
足
す
る
場
合
は
、
受

け
付
け
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
担
当
課　
介
護
保
険
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
４
３

○
住
民
異
動
に
伴
う
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
や
介
護
保
険

料
納
付
証
明
な
ど
の
諸
証
明

発
行
手
続
き

○
介
護
保
険
料
の
納
付（
納
付

場
所
は
収
納
課
）

■
担
当
課　
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
５
）５
３
０
０

○
住
民
異
動
に
伴
う
、
し
尿
収

集
の
開
始
、
廃
止
、
変
更
手

続
き

○
し
尿
収
集
料
金
の
納
付
書
再

発
行（
後
日
、
金
融
機
関
で

の
納
付
が
必
要
で
す
）

■
担
当
課　
課
税
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
８

　
収
納
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
７

○
税
金
の
納
付
や
納
税
相
談

○
所
得
や
納
税
、
固
定
資
産
に

関
す
る
証
明

※
一
部
、
当
日
発
行
で
き
な
い

証
明
書
が
あ
り
ま
す
。
証
明
書

の
発
行
に
は
窓
口
に
来
ら
れ
る

人
の
身
分
証
明
書
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
本
人
以
外
の
申
請

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
担
当
課　
健
康
増
進
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
４
６

○
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢

者
医
療
に
関
す
る
こ
と

○
乳
幼
児
・
児
童
医
療
証
、
障

害
者
医
療
証
の
発
行
手
続
き

※
他
市
町
村
や
医
療
機
関
、
保

険
者
な
ど
へ
確
認
が
必
要
な
場

合
や
、
添
え
て
い
た
だ
く
資
料

が
不
足
す
る
場
合
は
、
受
け
付

け
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
な

ど
の
発
行
は
、
後
日
の
郵
送
と

な
り
ま
す
。

■
担
当
課　
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
８
２

○
障
害
者
手
帳
の
記
載
変
更
手

続
き

■
担
当
課　
都
市
整
備
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
０

○
住
民
異
動
に
伴
う
市
営
住
宅

の
受
け
付
け

■
担
当
課　
学
校
教
育
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
２

○
転
校
手
続
き

○
校
区
外
・
区
域
外
通
学
申
請

○
入
学
通
知
書
の
交
付（
小
・

中
学
校
の
新
１
年
生
）

中間市からのお知らせ ity newsC

「なかっぱの救缶バッジ」の義援金を岩手県釜石市の保育園に送りました
●問合先　企画政策課　☎（２４６）６２３４

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援

と
し
て
販
売
し
て
き
た
「
な
か
っ

ぱ
の
救
缶
バ
ッ
ジ
」
は
、
３
年
間

で
約
80
種
類
、
８
、０
０
０
個
以

上
販
売
し
て
き
ま
し
た
。
市
民

の
み
な
さ
ん
や
全
国
各
地
の
み

な
さ
ん
に
購
入
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
２
月
６
日
現
在
で
寄

付
金
の
総
額
は
58
万
５
、６
４
３

円
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
缶

バ
ッ
ジ
を
購
入
し
て
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
そ
の
う
ち
の
一
部
を

岩
手
県
釜
石
市
に
あ
る
釜
石
保

育
園
に
送
り
ま
し
た
。
こ
の
釜

石
保
育
園
は
、
震
災
で
保
育
園

が
使
用
で
き
な
く
な
り
、
現
在

は
仮
の
施
設
を
利
用
し
な
が
ら
、

保
育
園
の
再
建
を
め
ざ
し
、
み

な
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
こ
の
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。釜石保育園のみなさんと記念撮影。明るく元気な子どもたちでした。
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４月１日から消費税が変わります

　

世
代
間
・
世
代
内
の
公
平
性

が
確
保
さ
れ
た
社
会
保
障
制
度

の
構
築
を
目
指
し
て
「
消
費
税

率
」「
地
方
消
費
税
率
」
が
改
正

さ
れ
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。今
回
の
改
正
の
一
部
は
、

４
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
消
費
税
の
改
正

■
消
費
税
と
地
方
消
費
税
を

　
合
わ
せ
た
税
率
が
８
％
に

　

４
月
１
日
以
降
に
行
わ
れ
る

取
り
引
き
は
、
消
費
税
の
税
率

が
6.3
％
（
現
行
４
％
）に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
地
方
消
費
税
の
税

率
が
消
費
税
額
の
17
／
63（
消

費
税
率
換
算
で
1.7
％
相
当
〔
現

行
１
％
相
当
〕）に
な
り
、
消
費

税
と
地
方
消
費
税
を
合
わ
せ
た

税
率
は
８
％
に
な
り
ま
す
。

　
改
正
後
の
税
率（
８
％
）は
、
４

月
１
日
以
後
に
行
わ
れ
る
資
産

の
譲
渡
な
ど
、
課
税
仕
入
れ
や

保
税
地
域
か
ら
引
き
取
ら
れ
る

課
税
貨
物
に
関
す
る
消
費
税
に

適
用
さ
れ
、
４
月
１
日
よ
り
前

に
行
わ
れ
た
も
の
は
、
改
正
前
の

税
率（
５
％
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
消
費
税
収
入
の
使
途
が

　
明
確
化
さ
れ
ま
す

　

国
の
消
費
税
収
入
は
、
毎
年

度
、
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
た
年

金
、
医
療
、
介
護
の
社
会
保
障

給
付
、
少
子
化
に
対
処
す
る
た
め

の
施
策
に
要
す
る
経
費（
社
会
保

障
４
経
費
）に
使
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
地
方
の
地
方
消
費
税
収
入
の

う
ち
今
回
引
き
上
げ
ら
れ
た
部

分
と
消
費
税
収
入
に
係
る
地
方

交
付
税
分
は
、
社
会
保
障
４
経

費
を
含
む
社
会
保
障
施
策
に
要

す
る
経
費
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
市
の
使
用
料
な
ど
の
税
率
も

　
８
％
に

　
「
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
」「
な

か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」
な

ど
、
市
の
施
設
を
利
用
し
た
と

き
に
支
払
う
使
用
料
や
水
道
料

金
、
下
水
道
使
用
料
な
ど
の
消

費
税
も
、
４
月
１
日
か
ら
税
率

が
８
％
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
水
道
料
金
や
下
水
道
使

用
料
は
、
３
月
31
日
以
前
か
ら

継
続
し
て
使
用
し
て
い
る
人
の

み
経
過
措
置
と
し
て
６
月
納
付

分
か
ら
税
率
が
８
％
に
な
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等

　

区
分
支
給
限
度
基
準
額

　
「
こ
れ
ま
で
と
同
量
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
消
費
税
引
き

上
げ
に
伴
っ
て
、
区
分
支
給
限

度
基
準
額
を
超
え
る
利
用
者
が

新
た
に
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
そ
の
基
準
額
を
引
き
上
げ

る
」
と
い
う
国
の
方
針
が
決
定

し
ま
し
た
。
改
定
の
具
体
的
な

内
容
は
、
今
後
示
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ http://www.city.nakama.lg.jp
Nakama

Infomation

　
（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

平
成
25
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
の
補
助
を
受
け
、
視
聴

覚
資
機
材
を
２
セ
ッ
ト
整
備
し

ま
し
た
。
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
を

中
心
に
防
火
啓
発
活
動
な
ど
で

積
極
的
に
活
用
し
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

●
整
備
し
た
視
聴
覚
資
機
材

（
各
２
セ
ッ
ト
）

○
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

○
ス
ク
リ
ー
ン

○
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ

○
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
一
式

○
液
晶
テ
レ
ビ

○
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

宝くじの助成金で視聴覚資機材を整備しました
●問合先　消防署　☎（２４５）０９０１

■
テ
ー
マ　
計
画
相
談
支
援

　

平
成
24
年
４
月
に
障
害
者
自

立
支
援
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

障
が
い
の
あ
る
人
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
よ
り
き
め
細
か
く

支
援
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
原
則
と
し
て

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
児

通
所
支
援（
親
子
ひ
ろ
ば
リ
ン
ク

な
ど
）を
利
用
し
て
い
る
人
で
、

計
画
相
談
支
援
の
支
給
決
定
を

受
け
て
い
な
い
人
は
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
支
給
決
定

す
る
と
き
に
指
定
特
定
相
談
支

援
事
業
所
な
ど
が
作
成
す
る「
サ

ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
」
ま
た
は

「
障
害
児
支
援
利
用
計
画
」（
以

下
：
利
用
計
画
）の
作
成
が
必
要

で
す
。

　

中
間
市
で
は
、
平
成
25
年
４

月
か
ら
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
に
対
し
、
利
用
計
画
の
作
成

を
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
26

年
４
月
か
ら
は
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
障
害
児
通
所
支
援
を
受

け
て
い
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
サ
ー

ビ
ス
等
利
用
計
画
案
提
出
依
頼

書
ま
た
は
障
害
児
支
援
利
用
計

画
案
提
出
依
頼
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
同
封
す
る
「
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
計
画
及
び
障
害
児
支
援

利
用
計
画
作
成
の
流
れ
」
に
沿
っ

て
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

なかまで暮らそう～ノーマライゼーション～
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

※ノーマライゼーションとは、「すべての人が一緒に暮らせる社会が当たり
前だ」という考え方のことです。
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す
く
す
く
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場
・

わ
ん
ぱ
く
広
場

　
す
く
す
く
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場
・

わ
ん
ぱ
く
広
場
で
は
、
お
子
さ
ん

の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

お
子
さ
ん
と
楽
し
く
触
れ
合
う

場
、
保
護
者
同
士
の
交
流
の
場
と

し
て
、
保
育
士
が
親
子
遊
び
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
健
師
や
助
産
師
が

身
体
測
定
や
育
児
相
談
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　
「
友
だ
ち
が
ほ
し
い
」「
遊
び
を

と
お
し
て
親
子
の
き
ず
な
を
深
め

た
い
」「
育
児
で
悩
ん
で
い
る
」「
育

児
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
た
い
」、

そ
ん
な
人
は
ぜ
ひ
一
度
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不

要
で
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

①�塩わかめは水に浸して塩分を抜き、食べやすい
大きさに切る。しらす干しはさっと熱湯をかける
②�フライパンにごま油を熱し、わかめを炒め、Ａ
の調味料を順番に加え炒める。さらに、しら
す干しを入れて軽く炒め合わせ、ごまをふる
③�器に盛り、白髪ねぎをのせる。好みで一味と
うがらしをふる

わかめのごま油炒め

塩蔵わかめ（戻して）…150
ｇ、しらす干し…25ｇ、ごま
油…小さじじ２、Ａ（酒…大さじ１、
だし…大さじ１、みりん…小さじ
２、しょうゆ…小さじ２）、いり
ごま…小さじ２、白髪ねぎ…適
量、一味とうがらし…少々

材料（４人分） 作り方

エネルギー：56㎉
食塩：1.4ℊ

健康ファミリー

保健センター
☎（２４６）１６１１
ＦＡＸ（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

あなたの健康づくりのために

Health Care

すくすく
赤ちゃん広場

わんぱく
広場

対象年齢 １歳未満 １歳以上
４月 14 日月 15 日火
５月 12 日月 13 日火
６月 ９日月 10 日火
７月 ７日月 ８日火
８月 ４日月 ５日火
９月 １日月 ２日火
10 月 ６日月 ７日火
11 月 17 日月 18 日火
12 月 15 日月 16 日火

Ｈ27年１月 19 日月 20 日火
２月 ９日月 10 日火
３月 16 日月 17 日火

わんぱく広場で節分の遊びをしました 
平成 26 年度・広場開催日程表

２月 17 日のわんぱく広場では、節分にちなんで、鬼に、豆に見立
てたボールを当てる遊びをしました。参加した子どもたちは、布で
作られたやわらかいボールを的の鬼の顔に当てて楽しみました。ほ
かには、手遊びや絵本の読み聞かせ、親子で体を使った遊びなど、
いろいろな遊びをしました。

●時間　午前10時～11時30分（受付は９時30分～）
●場所　保健センター参加をお待ちしています。 節分遊びの様子。
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やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

平成25年度のもえるごみの搬入量は、対24年度比５％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

消費生活センター☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く
知っ得！

オンラインゲームの
決済トラブル

25 年度 24 年度 差
（25 年度－ 24 年度） 減量率

１月 869,970㎏ 881,900㎏ △ 11,930㎏ 1.4％

累計 9,565,660㎏ 9,659,890㎏ △ 94,230㎏ 1.0％

ご
み
収
集
日
が

変
更
に
な
り
ま
す

　　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
中

間
市
内
全
域
の
ご
み
収
集
日
を
変

更
し
ま
す
。
変
更
後
の
保
存
版
日

程
表
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
住
ま
い
の
地
域
の
ご
み
収
集
日

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ま
に
は
多
大
な
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
出
し
マ
ナ
ー
を

　

守
り
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
の
ご
み
出
し
は
、
正

し
く
分
別
を
し
て
指
定
の
袋
に
入

れ
、
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
８
時
ま

で
に
、
必
ず
決
め
ら
れ
た
場
所

（
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
み
の
分
別
の
方
法

な
ど
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
環
境
保
全
課
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
み

出
し
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、
き
れ
い

な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
通
勤
途
中
な
ど
に
ほ
か

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を

出
す
こ
と
は
、
そ
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
使
用
、
管
理
し
て
い
る

人
た
ち
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
北

九
州
市
な
ど
、
ほ
か
の
自
治
体
に

ご
み
を
出
す
こ
と
や
ポ
イ
捨
て
な

ど
の
不
法
投
棄
に
あ
た
る
行
為

は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
制
度
を
利
用
し
て

　

ご
み
の
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
食
品
ト
レ
イ
、

紙
パ
ッ
ク
は
「
も
え
る
ご
み
」
と

し
て
排
出
す
る
と
、
た
だ
の
ご
み

に
し
か
な
り
ま
せ
ん
が
、
分
別
し
、

「
資
源
ご
み
」
と
し
て
排
出
す
れ

ば
貴
重
な
資
源
と
な
り
ま
す
。
市

内
の
公
共
施
設
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

に
設
置
し
て
い
る
拠
点
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
、
古
布
、
空
き
缶
な
ど
の

資
源
物
は
地
域
の
資
源
回
収
団
体

に
回
収
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ご

み
の
量
や
処
分
費
用
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
回

収
量
に
応
じ
て
市
か
ら
奨
励
金
が

回
収
団
体
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
も
の
は
ご
み
と
し
て
処

分
す
る
の
で
は
な
く
、
可
能
な
限
り

資
源
と
し
て
排
出
し
ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
予
防
集
団
注
射

　

４
月
に
、
狂
犬
病
予
防
の
集
団

注
射
を
行
い
ま
す
。
集
団
注
射
の

案
内
は
が
き
は
４
月
初
め
に
飼
い

主
の
み
な
さ
ん
に
送
付
し
ま
す
。

　

今
年
の
集
団
注
射
は
、
４
月
６

日
日
に
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

今
ま
で
平
日
の
仕
事
で
参
加
で
き

な
か
っ
た
人
な
ど
は
、
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳

し
い
日
程
な
ど
は
、
広
報
な
か
ま

３
月
25
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

■
相
談
事
例

　

小
学
生
の
娘
に
親
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
渡
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
で
遊
ば
せ
て
い

た
。
一
度
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
ア
イ
テ
ム
を
購
入
し
、
そ
の

後
も
１
回
100
円
程
度
な
ら
い
い

と
思
い
、
そ
の
都
度
親
が
パ
ス

ワ
ー
ド
を
入
れ
て
購
入
さ
せ
て

い
た
。
し
か
し
、
後
日
カ
ー
ド

会
社
か
ら
の
請
求
額
が
８
万
円

に
な
っ
て
い
て
驚
い
た
。
ど
う

も
一
度
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
れ
る

と
、
そ
の
後
何
分
間
か
は
パ
ス

ワ
ー
ド
な
し
で
何
度
も
ア
イ
テ

ム
購
入
が
で
き
た
よ
う
だ
。

　

具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
は
、

娘
も
よ
く
覚
え
て
お
ら
ず
、
は

っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な

い
。
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い
か
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
関
す

る
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
16
歳
未
満
の
ト
ラ
ブ
ル

の
相
談
が
増
え
て
い
て
、
低
年

齢
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

事
例
の
よ
う
に
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
一
度
入
力
し
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
が
一
定
時

間
有
効
な
ま
ま
に
な
っ
て
い

て
、
子
ど
も
が
有
料
ア
イ
テ
ム

を
購
入
で
き
て
し
ま
う
場
合
の

ほ
か
、
子
ど
も
が
大
人
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
勝
手
に
持
ち

出
し
番
号
を
入
力
す
る
場
合
な

ど
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

に
関
す
る
相
談
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

　

大
人
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ゲ
ー
ム
機
な
ど
に
つ
い
て
理
解

す
る
と
と
も
に
、
ゲ
ー
ム
の
料

金
体
系
、
決
済
方
法
な
ど
に
つ

い
て
も
確
認
し
、
ゲ
ー
ム
の
遊

び
方
や
ル
ー
ル
に
つ
い
て
子
ど

も
と
よ
く
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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今月のテーマ

よくわかる
医療講座

中間市立病院医師が、健康の
ためになる話をお届けします。

78
No

中間市立病院☎（２４５）０９８１

Nakama
Culture

市民図書館だより
Books

☎（２４５）４６６４

市民図書館は、毎月新しい本をそろえて
います。市民図書館に来れば、運命的な
本との出会いがあるかもしれませんよ。

●日 時　３月15日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　ほっとブックなかま

おはなし会を開催Funevent

今月の新刊紹介Newarrivals

「がん」にならないための５つの習慣
津金昌一郎・監修
がんのリスクを下げる５つの習慣、食
生活改善術、運動など、普段の生活
の中でできるがん予防を、科学的な根
拠に基づいて解説。テレビテキスト「Ｎ
ＨＫきょうの健康」をもとに再構成し、
新たに取材した記事を加えて再編集。

ホームヘルパー犬ミルキー
井上夕香・文　川崎芳子・監修
ドッグショーに出る訓練のため虐
待され傷ついた子犬のミルキー。
そんなミルキーが人との絆を取り
戻し、日本初のホームヘルパー犬
になるまでを描く感動の実話。

■
「
肺
の
生
活
習
慣
病
」

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は

　　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
と
い
う
世
界
中
で
増
え
続
け
て

い
る
病
気
で
、「
肺
の
生
活
習
慣

病
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
日
本
に

は
推
定
500
万
人
以
上
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

の
人
が
い
て
、
死
亡
原
因
の
10
位
、

男
性
で
は
8
位
と
な
っ
て
い
ま
す 

（
２
０
０
６
年
統
計
）が
、
近
い
将

来
に
は
も
っ
と
上
位
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
、
タ
バ
コ
な
ど
有

害
な
空
気
を
吸
い
込
み
、
空
気
の

通
り
道
で
あ
る
気
道 

（
気
管
支
）

や
、
酸
素
の
交
換
を
行
う
肺 

（
肺

胞
）な
ど
が
傷
む
こ
と
で
生
じ
る

病
気
で
す
。
そ
の
結
果
、
空
気
の

出
し
入
れ
が
う
ま
く
い
か
ず
、
普

通
の
呼
吸
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
長
期
間
に
わ
た
る
タ
バ
コ
が

主
な
原
因
で
す
の
で
、「
肺
の
生

活
習
慣
病
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
長

期
間
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人
で

は
、
7
人
に
1
人
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に

な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

症
状
は
、
体
を
動
か
し
た
と
き

の
息
切
れ
、
し
つ
こ
く
続
く
咳せ

き

や

痰た
ん

、
運
動
を
し
た
後
や
風
邪
を
ひ

い
た
と
き
の
ぜ
い
ぜ
い
す
る
感
じ

な
ど
で
す
。
実
際
は
中
高
年
の
人

に
多
い
た
め
、
症
状
が
年
の
せ
い

に
さ
れ
て
、
い
よ
い
よ
息
切
れ
が
ひ

ど
く
な
っ
た
と
き
に
医
療
機
関
へ

受
診
す
る
こ
と
が
多
い
現
状
で
す
。

■
治
療
方
法

　

治
療
の
基
本
は
禁
煙
で
す
。
辛

く
て
も
タ
バ
コ
の
本
数
を
だ
ん
だ

ん
減
ら
す
よ
り
も
一
気
に
断
つ
方

が
効
果
的
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た

感
染
症
は
大
敵
で
す
。
風
邪
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
引
き
金
と
な
り

急
に
症
状
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
、
手
洗
い
・
う
が
い
、

人
ご
み
を
避
け
マ
ス
ク
を
す
る
こ

と
、
十
分
な
栄
養
と
睡
眠
が
重
要

で
す
。
薬
物
療
法
は
、
気
管
支
を

広
げ
る
薬
を
吸
入
す
る
治
療
が
基

本
で
、
空
気
の
通
り
を
良
く
し
て

息
切
れ
を
軽
く
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
適
度
に
運
動
を
行
う
こ
と
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
十
分
な
栄
養
を

と
る
こ
と
な
ど
も
大
切
で
す
。

■
こ
う
い
う
場
合
は
病
院
へ

　

特
に
40
歳
以
上
の
喫
煙
者
で
、

体
を
動
か
し
た
と
き
の
息
切
れ
や
、

し
つ
こ
く
続
く
咳
や
痰
が
あ
る
場

合
に
は
、
一
度
医
療
機
関
へ
受
診

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
人
は
、「
息
切
れ
が
ひ
ど

く
な
る
」「
咳
や
痰
の
量
が
増
え
る
」

「
発
熱
」
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き

に
は
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

当
院
で
は
、
金
曜
午
後
に
呼
吸

器
内
科
の
専
門
外
来
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ＣＯＰＤ
中間市立病院　

園田 里美医師
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おんが・なかまっぷ

遠賀・中間１市４町合同企画　保存版おでかけマップ
３月になりました。いよいよ春の到来ですね。

今年の合同企画は、取り外して使えるドライブマップです。
自然・文化・歴史にふれあい、特産品やレジャーなど満喫できる情報をお届けします。

あなたもこれでまちの達人になれる

はまゆう群生地

響愛の鐘

今古賀中央公園

浅木公園

コスモス

水巻町図書館 島津・丸山歴史自然公園

成田山不動寺 垣生公園

なんじゃもんじゃの木

鯉のぼり

波津海水浴場

龍昌寺

水巻でかにんにく

地元の名所を再発見

水巻町・多賀山自然公園（Ｅ－３）
芦屋町・芦屋海浜公園（Ｄ－２） 中間市・屋根のない博物館（Ｆ－５）

遠賀町・遠賀総合運動公園（Ｅ－４）岡垣町・ゆうれい坂（Ａ－３）
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サ　イ　
ク　リ

　ン　
グ　
ロ　
ー　
ド

新鮮市場さくら館

響愛の鐘 はまゆう群生地

多賀山自然公園

ゆうれい坂

岡垣町観光協会

河川敷鯉のぼり

遠賀川水源地ポンプ室

国道
３号線

国道
495号線

サイクリ
ング道路

浅木公園

菅公腰掛石

龍昌寺

境界線

山鹿貝塚

夏井ヶ浜はまゆう公園

海の駅

ボートレース場前

芦屋町総合運動公園

活魚料理店

梅桜

水巻コスモス園

島津・丸山歴史自然公園

今古賀中央公園
やさい畑おんが店

遠賀町ふれあいの里民俗資料館

ぶどう

イチョウ

オニバスれんげ

なんじゃ
もんじゃ

コスモス

松

みかんいちご

菜の花

びわホタル

ハマユウ

はまゆう群生地
県指定の天然記念物である芦屋のはまゆうは、７月下旬
から８月上旬にかけて白い花を咲かる自然の群生地です。

ＭＡＰ Ｅ－１

夏井ヶ浜はまゆう公園・響
ひびきあい

愛の鐘
美しい海岸線と響灘を一望できる岬に位置する
公園で、恋人の聖地にも認定されています。

なんじゃもんじゃの木
日本書紀にも登場する岡

おかみなと

湊 神社では、4月下旬から5月上旬、なん
じゃもんじゃの花が咲きます。白い花は雪が積もったかのようです。

水巻コスモス園
毎年秋になると、色鮮やかなコスモスが花畑や花
文字などで遠賀川河川敷公園を埋め尽くします。

水巻町図書館
約15万点の書物と工夫を凝らしたさまざまな部屋
で、幅広い年代の人を受け入れる文化施設です。

浅木公園
この公園には、妖怪「ぬりかべ」ではないかといわ
れている岩があります。

農産物直売所夢工房
新鮮な野菜と豊富な加工品を中心に、６月には特産
品の水巻でかにんにくを販売する農産物直売所です。

ＭＡＰ Ｅ－１

ＭＡＰ Ｅ－２

ＭＡＰ Ｆ－３

ＭＡＰ Ｅ－３ＭＡＰ Ｆ－３ＭＡＰ Ｅ－５

芦屋町大字山鹿705-2住

芦屋町大字山鹿796-1住

芦屋町船頭町11-2住

水巻町頃末北一丁目19-12住水巻町古賀三丁目18-1住遠賀町浅木三丁目801-5住

水巻町遠賀川河川敷沿い住

かな ま ぷ
つ

が・
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サ　イ　
ク　リ

　ン　
グ　
ロ　
ー　
ド

新鮮市場さくら館

響愛の鐘 はまゆう群生地

多賀山自然公園

ゆうれい坂

岡垣町観光協会

河川敷鯉のぼり

遠賀川水源地ポンプ室

国道
３号線

国道
495号線

サイクリ
ング道路

浅木公園

菅公腰掛石

龍昌寺

境界線

山鹿貝塚

夏井ヶ浜はまゆう公園

海の駅

ボートレース場前

芦屋町総合運動公園

活魚料理店

梅桜

水巻コスモス園

島津・丸山歴史自然公園

今古賀中央公園
やさい畑おんが店

遠賀町ふれあいの里民俗資料館

ぶどう

イチョウ

オニバスれんげ

なんじゃ
もんじゃ

コスモス

松

みかんいちご

菜の花

びわホタル

ハマユウ

遠賀・中間１市４町合同企画

成田山不動寺
交通安全、商売繁盛、身代わりの不動尊として、また
春には桜の名所として多くの人に親しまれています。

海辺で味わう活魚料理
近隣の海で水揚げされた新鮮な魚介類を味わうこと
ができます。季節ごとの味をお試しあれ。

波津海水浴場
家族連れで楽しめる白砂青松の波静かな海水浴場
で、環境省の快水浴場百選にも選ばれています。

河川敷の鯉のぼり
４月中旬から５月中旬に、鯉のぼり約150匹が、遠
賀川河川敷で悠々と泳ぎます。

今古賀中央公園
電車の見える公園として広い世代に親しまれ、走る電
車の車窓と同じ目線になれる丘は子どもに大人気です。

島津・丸山歴史自然公園
遠賀川流域で最古とされる前方後円墳のある歴史自然公
園です。四季折々 の表情が見れ、散歩コースとしても人気。

垣生公園
市内最大の垣生公園は、四季の自然を楽しむことができ、
池に架かる赤橋を渡ると、埴生神社の境内に通じています。

ＭＡＰ Ｅ－４ＭＡＰ Ｅ－３ＭＡＰ Ｆ－５

ＭＡＰ Ｆ－５

ＭＡＰ Ａ－２

ＭＡＰ Ａ－１

ＭＡＰ Ａ－３

遠賀町大字今古賀235-2住遠賀町大字島津地内住中間市大字垣生字八ツ廣428住

中間市役所前遠賀川河川敷住

岡垣町内浦８８５

岡垣町観光協会☎（２８１）５０５０問

岡垣町観光協会☎（２８１）５０５０問

ウキウ お
春の桜を満喫するなら　芦屋町・城山公園、水巻町・多賀山公園、中間市・垣生公園、
　　　　　　　　　　   岡垣町・成田山不動寺、遠賀総合運動公園
おいしさ追求するなら　いちご狩り、ぶどう狩り、あしやんいか、水巻でかにんにく
文化・スポーツを楽しむなら　芦屋町歴史の里、芦屋海浜公園、水巻町図書館、
　　　　　　　　　　   水巻町・八

やつるぎ

劔神社、遠賀町ふれあいの里民俗資料館、島津・
　　　　　　　　　　　   丸山歴史自然公園、岡垣町・高倉神社、堀川の中間唐戸
１市４町合同企画は、中間市と遠賀郡４町の広報紙で同一の内容を掲載していますが、ほかのま
ちに住む人たちに自らのまちを訪れてもらいたいという思いから、自らのまちの見どころは２つ、
ほかのまちの見どころは３つ紹介しています。

んキ

住

が
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まだまだあるぞ
まちのおすすめ

中間市

　平成25年９月17日、政府は「明治日本の産業革命遺産 
九州・山口と関連地域」を平成25年度のユネスコ世界文
化遺産推薦候補と決定しました。八幡製鐵所の鉄鋼生産
を支えるため、現役で稼働している新しい価値を持つ産
業遺産として国内外の研究者から注目を受けています。

岡垣町

　大河ドラマ ｢軍師官兵衛｣ に登場している井上周防
( 九郎右衛門 ) ゆかりの寺。１・５・９月の15日には、
開運や安産などを祈願するせんじゃ封じが行われ、多く
の人で賑わいます。近くには、旧遠賀郡21か村の総社
である高倉神社もあります。

水巻町

県の天然記念物に指定されている八劔神社の大イチョウ
は、樹齢1900年を超えるといわれる大木です。「日

やまとたけるのみこと

本武尊
と砧

きぬたひめ

姫が結ばれた証として、この大イチョウが植えられ
た」との言い伝えが残されており、毎年11月中旬～下旬
になると辺りを黄金色に照らします。

芦屋町

　芦屋町を代表する「芦屋釜の里」は3000坪の日本庭
園と茶の湯釜の復興工房をそなえた文化施設です。ま
た、芦屋町には美しい海岸線に恵まれた砂浜とレジャー
プール「アクアシアン」や、展望タワーもある「ボートレー
ス芦屋」などもあり、だれもが楽しむことができます。

遠賀町

　今年４月１日に町制施行50周年を迎え、「未来へつ
なごう　輝く　おんが」をテーマに、記念事業を行っ
ていきます。また、遠賀町の農産物のブランド化として、

「夢れんげ」「おんがの赤しそ」「なたね油」を販売して
います。

遠賀中間地区にはまだまだ見どころがたく
さん。ほんの一部を紹介します。

遠賀町町制施行50周年シンボルマーク

■問合先一覧
●中間市　広報広聴係　　
●芦屋町　広報広聴係　　
●岡垣町　コミュニティ係
●遠賀町　情報推進係　　
●水巻町　企画広報係　　

☎（２４６）６２７１
☎（２２３）３５６９
☎（２８２）１２１１
☎（２９３）１２３４
☎（２０１）４３２１

八
やつるぎ

劔神社（Ｅ－４）

芦屋釜の里（Ｅ－１）

遠賀川水源地ポンプ室が世界文化遺産候補へ（Ｆ－５）

龍
りゅうしょうじ

昌寺（Ｂ－４）
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消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後４時
●問合先　消費生活センター☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日～金曜日・午前８時30

分～午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分〜３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

Free
Consultation

無料相談
コーナー

〜気軽に利用してください〜

　

ぼ
く
は
、
い
じ
め
を
や
め
た
ほ

う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
理
由
は
、

い
じ
め
を
し
た
ら
、
さ
れ
た
人
が

悲
し
く
な
る
か
ら
で
す
。

　

次
に
、
暴
言
で
す
。
人
を
傷
つ

け
る
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
死
ね
と
か
消
え
ろ
と

か
ブ
ス
と
か
、
人
の
悪
い
所
を
言

う
こ
と
は
、
最
低
な
こ
と
で
す
。

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
の
こ
と

を
、
言
っ
た
り
す
る
の
も
、
い
じ

め
の
一
つ
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を

言
う
人
は
、人
と
し
て
、最
低
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
そ
ん
な
人
に
な
り
た

く
な
い
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
う
言

う
こ
と
を
学
校
の
友
達
や
、
家
族

の
兄
や
妹
に
も
使
わ
な
い
こ
と

が
、
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
、
仲
間
は
ず
し
で
す
。
そ

れ
も
い
じ
め
の
ひ
と
つ
で
す
。
仲

間
は
ず
し
を
し
た
ら
、
悲
し
い

気
持
ち
に
相
手
が
な
る
か
ら
で

す
。
そ
し
て
、
仲
間
は
ず
し
を
す

る
こ
と
で
、
結
局
、
学
校
に
行
き

た
く
な
い
と
か
、
い
じ
め
ら
れ
る

の
が
こ
わ
く
て
自
殺
に
つ
な
が
っ

た
り
し
ま
す
。
ぼ
く
は
一
年
生
の

と
き
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
を
し
て
い
ま

す
。
ラ
グ
ビ
ー
は
と
て
も
き
つ
く

て
、
タ
ッ
ク
ル
を
さ
れ
た
ら
痛
く

て
、
時
に
は
少
し
い
や
に
な
る
と

き
も
あ
り
ま
す
。
だ
け
ど
、
も
し

ぼ
く
が
仲
間
は
ず
し
を
さ
れ
た
ら

悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
仲

間
は
ず
し
を
し
て
い
た
ら
ラ
グ
ビ

ー
の
試
合
に
勝
つ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ラ
グ
ビ
ー
は
協
力
し
、
相

手
を
思
い
や
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
も
ラ
グ
ビ
ー

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

次
に
、
年
下
だ
か
ら
と
い
っ
て

な
ぐ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う

い
う
人
は
、
一
番
最
低
で
す
。
ち

ょ
こ
っ
と
当
た
っ
た
だ
け
で
、「
な

ん
か
コ
ラ
。
あ
や
ま
れ
」
と
か
言

っ
て
キ
ッ
ク
し
た
り
な
ぐ
っ
た
り

し
て
、
年
下
が
泣
い
て
心
が
傷
つ

い
て
あ
の
人
が
い
や
と
か
言
っ
た

り
す
る
人
が
出
て
き
ま
す
。

　

最
近
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら

全
国
で
い
じ
め
で
中
学
生
が
自
殺

を
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
数
人
の
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
が
一
人
を
い
じ
め
た

内
容
で
し
た
。
そ
の
と
き
、
ぼ
く

は
今
ま
で
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
、
こ
の
事
件
の
事
を
真
剣
に
考

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
父
に
聞
い

て
み
る
と
、「
情
け
な
い
ね
。
悲

し
い
ね
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

本
当
に
強
い
人
は
、
い
じ
め
は
せ

ず
、
弱
い
人
は
、
い
じ
め
を
す
る

と
い
う
弱
さ
に
気
づ
い
て
い
な

い
。
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
度
、
い
じ
め
を
見
た
ら
、
勇

気
を
持
っ
て
注
意
し
た
い
と
お
も

い
ま
す
。

人権標語

ありがとう　人の心の　交差点
	　　中間北中学校３年	 原田　大輔さん

悪口は　言わない聞かない　信じない
	　中間南小学校４年	 深町　寧音さん

手をのばせ　きっとそこには　だれかいる
	 中間東中学校１年　　　　　安倍　一輝さん

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　４月９日水・午前10時〜午後
４時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　４月５日土、18日金、24日木・
午後３時〜５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日〜金曜日の午前
８時30分〜午後５時15分・定員６人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　４月５日土、18日金・午後３時

〜５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

私たちが感じた人権問題

「いじめのこと」

平成 25 年度小・中学校人権作文から

二村 圭紀さん
（中間東小学校６年）
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縦
覧
帳
簿
・
固
定
資
産
課
税

台
帳
を
お
見
せ
し
ま
す

　

縦
覧
帳
簿

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
本

人
の
固
定
資
産
の
価
格
が
適
正
で

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

に
、
土
地
ま
た
は
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
で
、
ほ
か
の
土
地
ま
た
は

家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿　
土
地

の
所
在
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・

価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

●
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿　
家
屋

の
所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類
・

構
造
・
建
築
年
・
床
面
積
・
価

格
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

●
縦
覧
期
間　
４
月
１
日
火
～
６

月
２
日
月
・
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

●
縦
覧
で
き
る
人

○
市
内
に
所
在
す
る
土
地
や
家
屋

の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
同

居
の
親
族

○
相
続
人（
相
続
が
確
認
で
き
る

人
の
み
）

○
納
税
管
理
人

○
納
税
者
か
ら
の
委
任
状
を
お
持

ち
の
人

●
持
っ
て
く
る
も
の　
印
鑑
、
納

税
通
知
書
ま
た
は
運
転
免
許
証

な
ど
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明

で
き
る
も
の

※
納
税
者
が
法
人
の
場
合
に
は
、

法
人
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

●
審
査
申
出
期
間　
４
月
１
日
か

ら
、
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受

け
た
日
の
60
日
後
ま
で

※
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格

に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
中
間

市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に

審
査
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

※
土
地
・
家
屋
の
納
税
通
知
書
を

４
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
課

税
内
容
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
課
税
台
帳

　

固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
）の
所
有
者
や
借
地
借
家

人
な
ど
の
関
係
者
は
、
平
成
26
年

度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
課
税
の
も
と
と
な
る
、
固
定
資

産
課
税
台
帳（
固
定
資
産
の
所
有

者
の
住
所
、
氏
名
、
所
在
地
番
、

評
価
額
、
課
税
標
準
額
な
ど
が
記

載
さ
れ
た
も
の
）を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間　
４
月
１
日
火
か
ら

閲
覧
で
き
ま
す
。
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

●
閲
覧
で
き
る
人

○
納
税
義
務
者
、
同
居
の
親
族

○
相
続
人（
相
続
が
確
認
で
き
る

人
の
み
）

○
納
税
管
理
人

○
納
税
者
か
ら
の
委
任
状
を
お
持

ち
の
人

○
借
地
人
・
借
家
人（
賃
貸
借
契

約
書
な
ど
が
必
要
）

※
借
地
ま
た
は
借
家
人
は
、
当
該

借
地
ま
た
は
借
家
に
か
か
る
固
定

資
産
に
限
り
ま
す
。

●
閲
覧
お
よ
び
証
明
手
数
料

　
１
件
300
円

※
縦
覧
期
間
中（
４
月
１
日
～
６

月
２
日
）は
、
閲
覧
に
限
り
無
料
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　
印
鑑
、
納

税
通
知
書
ま
た
は
運
転
免
許
証

な
ど
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明

で
き
る
も
の
、
権
利
を
証
明
で

き
る
も
の

　

い
ず
れ
も

●
閲
覧
場
所　
課
税
課

●
問
合
先　
課
税
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
４

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を

ご
存
じ
で
す
か

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

電
子
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
で
、
確
定
申
告
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
機
関
へ
の
申
請
手
続
き

が
、
自
宅
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
電
子
証
明
書
と
は　
お
手
持
ち

の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
本

人
確
認
情
報（
住
所
や
氏
名
な

ど
）を
登
録
し
ま
す
。
こ
れ
が

電
子
証
明
で
す
。
こ
の
情
報
を

利
用
し
て
申
請
先
が
申
請
者
本

人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す

●
申
請
で
き
る
も
の　

○
国
税
申
請（
国
税
庁
）

○
社
会
保
険
関
係

○
恩
給
関
係（
総
務
省
）な
ど

※
詳
し
く
は
各
種
申
請
を
行
う
関
連

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の

○
本
人
が
申
請
す
る
場
合
…
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
印
鑑
、
公

的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証

や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
顔
写
真

が
付
い
て
い
る
場
合
は
不
要
で
す
。

○
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
…
申

請
者
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
申
請
者
本
人
の
実
印
を
押

印
し
た
委
任
状
と
３
か
月
以
内

に
取
得
し
た
印
鑑
登
録
証
明

書
、
代
理
人
の
公
的
機
関
が
発

行
し
た
顔
写
真
付
き
の
身
分
証

明
書（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ

ー
ト
な
ど
）

※
即
日
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
有
効
期
間　
３
年
間

●
手
数
料　
500
円

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持

ち
で
な
い
場
合
は
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド（
１
枚

500
円
）の
交
付
申

請
が
必
要
で
す
。

●
注
意
事
項　
公
的
個
人
認
証
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
市

民
課
で
交
付
し
た
電
子
証
明
書

の
ほ
か
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
内
の
情
報
を
読
み
取
る
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
こ
の
業
務
は
東

部
出
張
所
・
西
部
出
張
所
で
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん

●
問
合
先　
市
民
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
９

「
子
育
て
女
性
再
就
職
支
援
」

出
張
面
接
相
談

　

育
児
や
介
護
な
ど
家
庭
の
都
合

で
仕
事
を
辞
め
た
け
れ
ど
、「
働
き

た
い
」
と
思
っ
て
い
る
女
性
の
就

職
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ

う
、
就
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
就
業

相
談
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
相
談
日
時　

毎
月
第
１
月
曜
・

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
祝
日
の
場
合
は
変
更
し
ま
す
。

開
催
日
の
前
週
の
木
曜
日
ま
で
に

予
約
が
必
要
で
す
。

●
場

所　
人
権
セ
ン
タ
ー

●
予
約
先　
福
岡
県
北
九
州
労

働
支
援
事
務
所

　
☎（
５
７
１
）６
４
４
０

●
問
合
先　
人
権
男
女
共
同
参

画
課

　
☎(

２
４
５)

３
５
１
１

身近な役立つ情報を
お届けします

Infomation

くらしの
情報
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若
年
者
専
修
学
校
等
技
能

習
得
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
で
専
修
学
校
な

ど
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
人
に
対

し
て
、
次
の
と
お
り
修
学
資
金
の

貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
貸
付
条
件　

○
市
内
に
居
住
す
る
人
ま
た
は
そ

の
子
弟
で
、
専
修
学
校
な
ど
に

入
校
し
た
年
度
の
前
年
度
に
中

学
校
ま
た
は
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
人
、
ま
た
は
高
等
学
校
を

中
退
し
た
人

○
平
成
26
年
度
に
事
業
の
対
象
と

な
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程

（
修
学
年
限
１
年
以
上
２
年
未

満
の
課
程
）、
専
修
学
校
の
高

等
課
程
、
一
般
課
程
ま
た
は
各

種
学
校（
修
業
年
限
１
年
以
上
）

に
進
学
す
る
人

○
そ
の
ほ
か
、
中
間
市
若
年
者
専

修
学
校
等
技
能
習
得
資
金
貸
与

要
綱
に
当
て
は
ま
る
人

●
連
帯
保
証
人　
原
則
と
し
て
県

内
に
居
住
し
、
独
立
の
生
計
を

営
む
成
年
者
の
中
か
ら
１
人
を

た
て
る
こ
と
。
た
だ
し
、
申
請

者
が
未
成
年
者
の
場
合
は
申
請

人
の
親
権
者
ま
た
は
後
見
人
と

し
ま
す

●
収
入
基
準　
生
活
保
護
基
準
額

の
1.5
倍
以
下

●
貸
付
金
額

○
入
校
支
度
金
…

　
１
０
０
、０
０
０
円

○
修
学
資
金

・
専
門
課
程
…
…

　
月
額
５
３
、０
０
０
円

・
そ
の
ほ
か
の
課
程
…

　
月
額
３
０
、０
０
０
円

●
返
還
期
間　
貸
し
付
け
を
受
け

た
月
数
の
３
倍
の
期
間
内

※
貸
付
金
は
無
利
子
で
す
。

●
申
込
方
法　
人
権
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
の
申
請
書
な
ど
に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
人

権
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い

●
申
込
期
間　
４
月
１
日
火
～
５

月
１
日
木

●
問
合
先　
人
権
男
女
共
同
参

画
課

　
☎（
２
４
５
）３
５
１
１

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
状
況
を
調
査
し
ま
す

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
率

調
査
の
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
消

防
職
員
が
全
世
帯
を
対
象
と
し
た

調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
内
容
は
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状

況
、
維
持
管
理
の
状
況
な
ど
で
す
。

　

調
査
員
は
、
消
防
職
員
の
身
分

証
を
携
行
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　
消
防
署

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

４
月
１
日
か
ら
市
民
図
書
館
の

開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す

　

図
書
館
で
は
、
４
月
１
日
か
ら

図
書
館
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

開
館
時
間
を
１
時
間
延
長
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
日
中
の
利
用
が
難
し

か
っ
た
人
や
、
調
べ
も
の
や
学
習
室

な
ど
で
長
時
間
の
利
用
を
希
望
し

て
い
た
人
な
ど
の
、
さ
ら
な
る
図
書

館
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
変
更
前　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
６
時

●
変
更
後　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
７
時

●
問
合
先　
市
民
図
書
館

　
☎（
２
４
５
）４
６
６
４

中
間
市
立
病
院

糖
尿
病
教
室
を
開
催

●
期
日
・
テ
ー
マ
・
講
師

○
４
月
８
日
火
…
「
糖
尿
病
に
つ

い
て
」「
糖
尿
病
の
合
併
症
と
治

療
目
的
」・
医
師

○
４
月
22
日
火
…
「
運
動
効
果
と

注
意
点
」・
理
学
療
法
士

○
５
月
13
日
火
…
「
食
事
療
法
」・

管
理
栄
養
士

○
５
月
27
日
火
…
「
薬
物
療
法
」・

薬
剤
師

○
６
月
10
日
火
…
「
生
活
習
慣
の

改
善
」「
日
常
生
活
の
注
意
点
」・

看
護
師

●
場

所　
中
間
市
立
病
院

●
時

間　
午
後
２
時
～

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
・
問
合
先　
中
間
市
立
病
院

　
☎（
２
４
５
）０
９
８
１

犬
の
育
て
方
教
室

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

講
習
と
、
モ
デ
ル
犬
の
実
技
を

通
じ
て
対
処
法
な
ど
を
説
明
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
犬
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
日

時　
３
月
24
日
月
・
午

後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
は

１
時
～
）

●
場

所　
福
岡
県
宗
像
総
合

庁
舎
１
階
講
堂（
宗
像
市
東
郷

一
丁
目
２
‐
１
）

●
定

員　
30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

●
申
込
締
切　
３
月
18
日
火

●
申
込
・
問
合
先　
福
岡
県
宗
像
・

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

平
成
26
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）で
は
、「
青
年
海
外

協
力
隊
」
と
「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

●
応
募
資
格

○
青
年
海
外
協
力
隊
…
満
20
歳
～

満
39
歳
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人

○
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…

満
40
歳
～
満
69
歳
の
日
本
国
籍

を
持
つ
人

●
派
遣
期
間　
１
年
間
ま
た
は
２

年
間

※
派
遣
期
間
が
１
か
月
～
10
か
月

程
度
の
「
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

も
あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
間　
４
月
１
日
火
～
５

月
12
日
月

　

体
験
談
＆
説
明
会
を
開
催

●
期
日
・
場
所

○
４
月
18
日
金
・
ア
ク
ロ
ス
福
岡

(

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目

１
‐
１)

○
４
月
23
日
水
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

国
際
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
東
区
平

野
二
丁
目
２
‐
１
）

●
時

間　
午
後
６
時
30
分
～

※
詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.jica.go.jp

　

い
ず
れ
も

●
応
募
・
問
合
先　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　
☎（
６
７
１
）８
３
４
９

３月の祝日に伴うごみの振替日
　３月 21 日金春分の日の第３金曜日が、プラスチック製
容器包装の収集日になっている地区は、３月 25 日火に振
り替えます。なお３月21日金のもえるごみは収集しません。

３月の祝日 プラスチック製容器包装 もえるごみ

３月21日金春分の日が
収集日の地区

３月25日火に
振替 ×

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００
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北海道月形町の櫻庭誠二町長が松下
俊男市長に表敬訪問しました。月形
町は、中間市出身の月形潔の貢献で
開拓されました。櫻庭町長は「中間
市は月形町のふるさとだと思ってい
る」と話すと、松下市長は「北と南で
深いおつきあいをしていきたい」と話
しました。この日は月形潔の勉強会
を主催している田中栄子さん（中底
井野）も同席。田中さんは「月形町を
訪れた際、月形潔が今でも大切にさ
れていることを感じた」と話しました。

中間市は北海道月形町のふるさと
２月 12 日・北海道月形町の櫻庭誠二町長が表敬訪問

２月９日、「鉄道から筑豊炭田の近代化を探る」として、
シンポジウムや関連イベントが行われました。シンポジ
ウムでは、日本近代化の象徴である「鉄道」にスポット
を当て、筑豊炭田が果たした役割などについて熱く語
られました。ほかには、まくら軌会によるＮゲージ走行
会や、屋外では本物の石炭を燃やして動くミニＳＬの運
行もあり、小雨にもかかわらず多くの来場者が搭乗し、
たくさんの笑顔が見られました。

鉄道に思いを馳せて
２月９日・シンポジウム「鉄道から筑豊炭田の近代化を探る」

フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします

広報なかま３月 10 日号

なかまハーモニーホールで映画「女侠一代」鑑賞会と松
永文庫室長の松永武さんによる解説トークショーが行
われました。出演者も豪華な顔ぶれで、昭和33年に公
開された当時話題となった同作品。ビデオ・ＤＶＤ化
されていないこともあり、会場には 300 人ほどが詰め
かけました。上映前に松永さんは「主人公の雰囲気が
遠賀川や中間の風景と合致しているので楽しみに見て
ほしい」と作品の見どころを話しました。

中間に縁のある作品を楽しんでほしい
２月８日・映画「女侠一代」鑑賞会＆解説トークショー
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まちのわだい

ＮＨＫラジオ第１で放送されている「上方演芸会」の公
開録音が、なかまハーモニーホールで行われました。「上
方演芸会」は昭和24年に放送を開始して以来、65年目
を迎えるラジオの演芸番組です。今いくよ・くるよさん、
海原はるか・かなたさんなどの漫才で、来場者からは
大きな笑い声が上がりました。なおこの収録の模様は、
４月６日日と４月13日日の午後３時30分からＮＨＫラ
ジオ第１で全国放送する予定です。

漫才に大笑い
２月 16 日・上方演芸会

17

新入学児の交通安全教室が、なかまハーモニーホール
で行われました。これは、今年の４月に新一年生になる
市内の幼稚園・保育園児約363人に、楽しく交通ルー
ルを学んでもらうためのもの。人形劇で、横断歩道の渡
り方や信号のルール、道路の角を曲がるときの方法など
の交通ルールを学んだ後に、実際に園児が横断歩道に
見立てた劇のセットを渡ってみました。４月には、小学
校へ通学する元気な新入生が見られることでしょう。

Nakama City Public Relations

見
み た

田瑚
こ た み

多海さん（鍋山町）（写真中央）が所属するHIP 
HOPダンスチーム「おしゃべりCOMBO」が、２月８日
に行われた第５回TOKYO DANCE COLLECTION 決勝大
会ビギナー部門で２位となりました。同チームは、昨
年12月にも、ダイナシティ杯ALL JAPAN CHALLENGE 
CUP 2013 FANAL 小学生部門で３位になるなど、全国
的に活躍。ダンスを始めてまだ３年の見田さんは、「全
国大会で１位になりたい」と抱負を語りました。

得意のステップで全国２位に
見田瑚多海さん（写真中央）がダンス全国大会で２位

４月から安全に通学しよう
２月 25 日・新入学児の交通安全教室

子育て支援センターで、キッズハンドマッサージ教室が
開催されました。小雨の降るこの日、11組の親子が参
加しました。助産師の金子由香利さんの指導のもと、ス
イートアーモンドオイルを使って子どもの全身を優しく
マッサージ。子どもたちのご機嫌な表情が見られました。
また、参加したお母さん同士でのハンドマッサージも行
われました。中には、子どもがお母さんの足をマッサー
ジしてあげる光景も見られました。

お母さんの優しい手でマッサージ
２月 27 日・キッズハンドマッサージ
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が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

18

みんなに優しくて笑顔いっぱいのあゆ
む。妹２人をかわいがってくれてありが
とう。これからも元気いっぱいでいてね。

H21. ７. ６生
（池田二丁目）

井
いのうえ

上 歩
あゆむ

ちゃん

しっかり者のほのか。いつも弟・妹
の面倒をみてくれてありがとう。こ
れからも笑顔で仲良く過ごそうね。

H20. ６.19 生
（池田二丁目）

井
いのうえ

上 桜
ほ の か

花ちゃん

中間市公式キャラクター
「なかっぱ」

このページは、みなさんで作るコー
ナーだぬん。イラストやエッセイ、
お知らせなど待ってるぬん。「すこや
かちゃん」「文芸歳時記」も応募して
ほしいぬん。
●�応募・問合先　総務課広報広聴係
（809‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271

広報なかま３月 10 日号

向
井
紫
雲
書
作
展

～
春
に
遊
ぶ
パ
ー
ト
Ⅲ
～

　

５
年
間
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
書
に

し
、
大
作
か
ら
小
作
品（
書
・
画
70
点
）

ま
で
展
示
し
ま
す
。

●
日

時　

４
月
12
日
土
～
15
日

火
・
午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
15
日
は
５
時
ま
で
。

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル

●
入
場
料　
無
料

●
問
合
先　
向
井
宅

　
☎（
２
４
４
）４
５
７
５

ウ
イ
ッ
チ
＆
く
る
っ
と
コ
ー
ル

演
奏
会
２
０
１
４
を
開
催

●
日

時　

４
月
６
日
日
・
午
後
２

時
開
演（
開
場
は
１
時
30
分
～
）

●
場

所　
北
九
州
市
立
響
ホ
ー
ル

　
（
八
幡
東
区
平
野
一
丁
目
１
‐
１
）

●
入
場
料　
１
、０
０
０
円

●
内

容

①
星
野
富
弘
作
詞
、
な
か
に
し
あ
か
ね
作

曲
「
今
日
も
ひ
と
つ
」
か
ら
…
「
い
つ

だ
っ
た
か
」「
秋
の
あ
じ
さ
い
」
ほ
か

②
日
本
の
名
歌
か
ら
…「
麦
藁
帽
子
」「
宵

待
草
」「
影
を
慕
い
て
」
ほ
か

③
武
満
徹
の
世
界
か
ら
…
「
う
た
う
だ

け
」「
小
さ
な
空
」「
死
ん
だ
男
の
残

し
た
も
の
は
」
ほ
か

④
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
…
「
Ｓ
ｉ
ｎ

ｇ
」「
花
」「
荒
城
の
月
」「
花
は
咲
く
」

●
問
合
先　
杉
本
携
帯

　
☎
０
９
０（
９
４
７
５
）５
１
４
９

２
０
１
４
年
度
韓
国
語
講
座

受
講
生
を
募
集

　
入
門
ク
ラ
ス（
韓
国
語
が
分
か
ら
な
い
人
）

●
日

程　
毎
週
火
曜
日（
月
３
回
）

●
時

間　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

●
開
始
日　
４
月
８
日
火

　
初
級
ク
ラ
ス（
韓
国
語
が
少
し
分
か
る
人
）

●
日

程　
毎
週
木
曜
日（
月
３
回
）

●
時

間　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

●
開
始
日　
４
月
10
日
木

　

中
級
ク
ラ
ス（
２
～
３
年
習
っ
た
人
）

●
日

程　
毎
週
水
曜
日（
月
３
回
）

●
時

間　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

●
開
始
日　
４
月
９
日
水

　

い
ず
れ
も

●
場

所　
遠
賀
韓
国
会
館

　
（
水
巻
町
頃
末
南
二
丁
目
３
‐
１
）

●
定

員　
各
ク
ラ
ス
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
入
学
金　
５
、０
０
０
円

●
受
講
料　
月
２
、０
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

●
申
込
・
問
合
先　
遠
賀
韓
国
会
館

　
☎（
２
０
１
）１
８
２
３
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▶昨年末から始めた早朝ランニング。当初は汗ばむ程度だったものが、今で
は汗でびっしょりになるほど。少しずつですが温かくなってきているのでしょ
う。早朝の風を心地よく感じる毎日です。桜の開花はもうじきですか。（謙）
▶１市４町合同企画。隣まちにこんな名所があるとは。新たな発見がありました。
私から特に近隣町の人にオススメしたいのは垣生公園。桜の時期は格別です
よね。小さい頃から家族と何度も足を運んだ思い出の場所でもあります（悠）

編集後記

19 Nakama City Public Relations

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る
運
動
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

災
害
や
紛
争
な
ど
に
よ
る
難
民
に
、

温
か
な
心
も
添
え
て
毛
布
を
送
る
運
動

は
30
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
取
り
に
伺
い

ま
す
の
で
、
今
年
も
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
シ
ン
グ
ル
サ
イ
ズ
に
限
り

ま
す
。

※
４
月
20
日
日
に
、
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
「
ハ
ー
モ
ニ

ー
楽
市
」
で
も
毛
布
の
引
き
取
り
を
受

け
付
け
ま
す
。

●
問
合
先　
ア
フ
リ
カ
に
毛
布
を
送

る
運
動
中
間
支
部

　
☎（
２
４
４
）６
４
８
５

２月１日に、地域交流センターで恵方巻き丸かじりパーテ
ィーが開催されました。参加者は中間市食生活改善推進
会の指導のもと恵方巻きを手作り。作り終えた後は、今年
の恵方である「東北東やや右」を向き、願い事を思い浮
かべながら無言でかぶりついていました。

今月の表紙

■撮影データ
　レンズ24 ～ 105㎜　１/60秒　F8　ISO1000

在宅医療と介護の連携の必要性を確認
１月29日に第１回在宅医療・介護を担う多職種連携研修
会が遠賀中間医師会館で開催され、医師や訪問看護師、ケ
アマネジャーなど遠賀・中間地区で活動している44人が
参加しました。今回は初回ということで、顔の見える関係
づくりを行うため、ワールドカフェ形式で多様な意見交換
を実施し、各々の思いを確認。今後は、参加者で話し合っ
た「在宅医療・介護が連携していくうえでの課題」につい
て分析し、実践的な取り組みになるよう、継続的に在宅医
療・介護を担う人材育成としての研修が行われる予定です。

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
風
味
を
長
く
保
つ
に
は
、
冷
蔵
庫
よ
り
冷
暗
所
の
方
が
よ
い
。

知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

成
人
の
日
の
カ
ッ
プ
ル
の
和
装
か
な

　
　
　
扇
ヶ
浦
一
丁
目	

中
　
村
　
冨
美
江

ど
ん
ど
火
に
僅
か
ば
か
り
の
鎮
め
雨

　
　
　
上
底
井
野	

島
　
津
　
貞
　
子

朝
市
の
バ
ケ
ツ
一
杯
水
仙
花

　
　
　
小
田
ヶ
浦
一
丁
目	

広
　
松
　
律
　
子

並
べ
た
る
椀
に
粕
汁
注
ぎ
分
く
る

　
　
　
中
鶴
一
丁
目	

平
　
野
　
静
　
子

初
暦
巻
き
ぐ
せ
解
け
ぬ
ま
ま
吊
ら
れ

　
　
　
桜
台
二
丁
目	

篠
　
原
　
正
　
章

末
永 

あ
つ
し 

選

俳 

句

マ
ン
デ
ラ
氏
偉
大
葬
儀
は
世
界
か
ら

　
　
　
通
谷
一
丁
目	

細
　
井
　
敦
　
子

少
し
で
も
心
磨
い
て
輝
こ
う

　
　
　
中
間
三
丁
目	
宮
　
川
　
佳
　
子

愛
犬
が
自
慢
の
芸
で
得
意
顔

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

成
　
重
　
広
　
志

チ
ャ
イ
ム
鳴
り
居
留
守
の
つ
も
り
つ
い
返
事

　
　
　
中
間
三
丁
目	

二
　
禮
　
秀
　
子

足
三
本
バ
ラ
ン
ス
保
ち
小
旅
行

　
　
　
朝
霧
一
丁
目	

前
　
田
　
弘
　
子

吉
富 

廣 

選

川 
柳

中
間
市
短
歌
会

短 

歌

文芸歳時記

春
夏
秋
冬
四
季
は
め
ぐ
れ
ど
年
年
に
死
な
ね
ば
逢
え
ぬ
人
の
増
え
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
生
二
丁
目	

吉
　
田
　
千
　
歳

冬
牡
丹
母
の
ぬ
く
も
り
わ
ら
ぽ
っ
ち
雨
風
雪
を
我
が
身
で
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
山
町	

柴
　
田
　
キ
ヌ
子

智
勇
兼
ね
戦
国
の
世
に
生
き
て
ゆ
く
稀
代
の
軍
師
黒
田
官
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
三
丁
目	

日
　
野
　
康
　
子

東
北
の
お
お
つ
ご
も
り
は
猛
吹
雪
せ
め
て
朝

あ
し
た

は
晴
れ
よ
と
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

戸
　
田
　
恵
美
子

黒
髪
を
結
い
て
晴
着
を
ま
と
い
た
る
艶
け
き
瞳
二
十
才
の
姪
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
ヶ
岡	

金
　
子
　
純
　
子
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中
間
市
歴
史
の
旅

新
知
故
温

川ひらたを引っ張る船頭たち

有
料
広
告
欄

其
の
二
十
四 

川
ひ
ら
た
と
船
頭
た
ち

　
筑
豊
の
石
炭
採
掘
が
盛
ん
で
あ
っ
た

明
治・大
正
時
代
、石
炭
の
運
搬
は
「
川

ひ
ら
た
」
と
い
う
川
船
が
主
役
で
し
た
。

こ
の
「
川
ひ
ら
た
」
は
平
た
く
て
底
の

浅
い
、
川
を
行
き
来
す
る
た
め
に
特
化

し
た
形
状
を
し
て
い
て
、
大
き
い
物
で

は
全
長
約
15
ｍ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
川
ひ
ら
た
は
、
筑
豊
か
ら
石
炭
集
積

港
の
若
松
ま
で
石
炭
を
満
載
し
て
川
の

流
れ
に
乗
っ
て
下
り
ま
す
が
、
若
松
で

石
炭
を
降
ろ
し
た
後
は
、
再
び
石
炭
を

積
み
込
む
た
め
筑
豊
ま
で
川
を
上
ら
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
風
が
あ
る
場
合
は
帆

を
掛
け
て
上
り
ま
す
が
、
風
が
な
い
と

き
は
川
ひ
ら
た
４
、５
艘
を
連
ね
て
船

頭
の
肩
に
紐
を
掛
け
て
人
力
で
引
っ
張

っ
て
筑
豊
ま
で
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
筑
豊
と
若
松
を
往
復

す
る
川
ひ
ら
た
の
道
の
り
は
長
く
、
日

数
も
か
か
る
た
め
、
船
頭
た
ち
は
川
ひ

ら
た
に
箪た

ん
す笥

や
七
輪
な
ど
の
生
活
用
具

を
積
ん
で
い
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
長
旅
を
す
る
船
頭
の
た
め

に
、
堀
川
筋
に
は
食
事
や
休
憩
を
す
る

船
頭
相
手
の
店
が
建
ち
並
び
ま
し
た
。

「
亭
主
持
つ
な
ら
川
船
船
頭
、
一
度
下

れ
ば
繻し

ゅ
す子
の
帯
」
と
歌
わ
れ
る
ほ
ど
、

当
時
の
船
頭
た
ち
の
収
入
は
か
な
り
よ

か
っ
た
よ
う
で
、
船
頭
相
手
の
屋
台
が

堀
川
筋
に
出
た
ほ
ど
で
す
。

　
ま
た
、
船
頭
た
ち
は
「
喧け

ん
か嘩
と
博ば

く
ち奕
は

つ
き
も
の
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
荒
々
し
い
一

面
も
あ
り
ま
し
た
。た
だ
、情
に
は
も
ろ
く
、

そ
ん
な
人
情
味
溢
れ
る
船
頭
た
ち
の
気

質
を
「
川
筋
気か

た
ぎ質

」
と
い
い
ま
し
た
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
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広
報

な
か

ま
平

成
26

年
３

月
10

日
号

No.958

■
今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

23円
で

す
。

■�「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。


